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女子大学生 213 名を対象にして，LINE で４タイプの相手（「家族や親類」「恋人や恋愛感情を抱く人」

「友人」「バイトの上司やサークルの先輩などの年上の人」）に返信を求めるメッセージを送信したとき，

「すぐに既読状態になったが返信がない場合」と「未読状態のままで返信もない場合」において, 送信者

に４種類のネガティブ感情（悲しみ，不安，怒り，罪悪）が生じるまでの返信の待ち時間に関して LINE

メールへの依存の程度の影響を検討した．結果は，LINE メールへの依存の程度によって差が見られる

のは「家族や親類」以外の３タイプの相手の場合であることを示唆した． 

キーワード: LINE，返信スピード，LINEメール依存，コミュニケーション 

1. はじめに 

これまで，筆者らは LINEアプリケーションのメー

ル（「トーク」と呼ばれている，以下 LINEと略す）に

おける返信スピードに注目して研究を行ってきた．モ

バイル端末で用いられるテキストメッセージングは，

PC メールの時代とは異なり，使用者に返信のスピー

ドを要求する.(1)(2)	 特に，LINEには，送信したメッセ

ージを受信者が読んだことを送信者に自動的に通知す

る既読の通知機能（逆に読んでいない場合は未読が通

知される）があり，LINE の使用者はこれまでの主流

であった携帯メール以上に返信のスピードを求められ

ている.(3)(4) 筆者らはこれまでの文字ベースのコミュ

ニケーション研究を通して，テキストメッセージング

での返信スピードは，モバイルコミュニケーションに

おいて伝達される非言語の手がかり（nonverbal cue）

のひとつと位置付けて研究を進めてきた． 

また，スマートフォンの普及によって私たちの日常

が便利になった反面，様々な問題もある．代表的な問

題はスマートフォンやインターネットへの依存である．

日本の高校生を対象にした総務省 (2014) の調査では，

男子高校生よりも女子高校生の方がソーシャルメディ

アの利用時間が２倍近く長く，またネット依存の高い

高校生の方が低い高校生よりもソーシャルメディアの

利用時間が長くネット依存の高低間に大きな開きがあ

ることが報告された.(5) この調査から，若者のインター

ネットを用いたコミュニケーションとネット依存には

関係があることが考えられる． 

本研究では，LINE で４タイプの相手に返信を求め

るメッセージを送信したとき，「すぐに既読状態になっ

たが返信がない場合」と「未読状態のままで返信もな

い場合」において，送信者にネガティブ感情が生じる

までの返信の待ち時間に関して LINEメールへの依存

の程度の影響を含めて検討した． 

2. 方法 

2.1 調査時期と参加者 

221 名の女子大学生を対象に質問紙調査を 2017 年

６月に実施し，213名（平均年齢 18.67歳，レンジ 18-

JSiSE Research Report 
vol.32,no.5(2018-1)

－151－



22歳）から有効回答を得た． 

2.2 ４種類の感情の生じる時間の測定 

質問紙では，やりとりの相手に対して返信を求める

LINE のメッセージを正午に送ったとき，すぐに既読

状態になったが返信がない状態（既読条件）と，未読

のまま返信がない状態（未読条件）について，各状態

がどのぐらい続くと４種類のネガティブ感情（悲しみ，

不安，怒り，罪悪）が生じるかを，４種類の感情それ

ぞれで測定した．なお，やりとりの相手は，「家族や親

類」「恋人や恋愛感情を抱く人」「友人」「バイトの上司

やサークルの先輩などの年上の人」の４タイプを設定

した．各質問項目への回答は 10段階評定（選択肢は，

①13 時まで，②15 時まで 〜 ⑨翌日の正午まで，⑩

それ以降）で求められた． 

2.3 LINEメール依存の程度の測定 

	 LINEメール依存の測定には，「携帯メール依存尺度

（短縮版）」(6) を用いた．この尺度では各質問項目の

中でコミュニケーションツールが「メール」になって

いるが，本研究ではこれらを LINEに置き換えた．な

お筆者らは，この尺度の使用及び各項目のメールを

LINE に置き換えて使用することについて作成者の許

諾を得ている．この尺度は「情動的な反応」，「過剰な

利用」，「脱対人コミュニケーション」の３つの下位尺

度から構成され，各下位尺度には５項目の質問があり，

それぞれ５段階評定（1：全くあてはまらない ～ 5：

非常にあてはまる）で回答を求める形式である． 

3. 既読状態と未読状態の比較 

	 送信者にネガティブ感情が生じるまでの返信の待ち

時間に関して，「すぐに既読状態になったが返信がない

場合」と「未読状態のままで返信もない場合」の比較

に関しては既に報告した.(7) 主な結果を以下に引用し

た． 

 
	 1) 4 タイプの相手すべての場合に, 既読条件におい
て, 4 種類のネガティブ感情すべてが未読条件よりも
有意に短い時点で生じる. 2) 既読条件において, やり
とりの相手が「友人」の場合を除く他の 3タイプの相
手の場合に, メッセージを送信したその日の内 (選択

肢「⑦深夜 1 時まで」までを就寝前とした) に相手か
らの返信がないと不安が生じる. 3) 未読条件において, 
やりとりの相手が「家族や親類」「恋人や恋愛感情を抱

く人」の場合は, その日の内に相手から返信がないと
不安が生じる. 4) 既読条件において, やりとりの相手
が「恋人や恋愛感情を抱く人」の場合は, その日の内
に相手から返信がないと悲しみが生じる（加藤, 小澤, 

加藤 2017）. 

4. 結果 

LINE メール依存の程度による参加者の群分けのた

めに，参加者ごとに各下位尺度の平均値を計算し，こ

れらを変数としたクラスター分析を行った．その結果，

彼らは２つのクラスターに分けられた．これらを

LINEメール依存度の高群（n = 119）と低群（n = 94）

とした． 

既読条件及び未読条件における４種類のネガティブ

感情が生じるまでの返信の待ち時間を LINEメール依

存二群間で比較するために，４タイプの各相手におい

てマン・ホイットニーの U 検定を行った．その結果，
感情によっては有意差や有意傾向が見られた．主な結

果は以下の５点であった．１）両条件の４タイプの相

手すべての場合に，LINE メール依存高群の方が低群

よりも早い時点で生じる感情がほとんどであった．２）

LINE メール依存二群の間に有意差が見られなかった

感情は，「家族や親類」が相手の場合に集中しており，

既読条件では「悲しみ」「不安」「怒り」の３件，未読

条件では「不安」の１件であった．その他の相手では，

「バイトの上司やサークルの先輩などの年上」が相手

の場合であり，未読条件における「不安」の１件のみ

であった．３）「友人」が相手の場合を除く他の３タイ

プの相手の場合は，既読条件においては LINEメール

依存両群，未読条件においては LINEメール依存高群

がその日の内に返信がないと「不安」が生じる．また，

未読条件の LINEメール依存低群は翌朝まで（中央値

が「⑧翌朝まで」）に返信がないと「不安」が生じる．

４）「友人」が相手の場合は，既読条件において LINE

メール依存高群はその日の内に返信がないと「悲しみ」

「不安」を生じる．また，未読条件において LINEメ

ール依存高群は翌朝までに返信がないと「不安」が生
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じる．５）「バイトの上司やサークルの先輩などの年上」

が相手の場合に，既読条件において LINEメール依存

高群はその日の内に返信がないと「悲しみ」が生じる． 

	 なお，本原稿では４種類の感情が生じるまでの時間

の感情間の統計的な比較の結果については割愛した． 

5. 考察 

	 既読条件，未読条件それぞれにおける４種類のネガ

ティブ感情が生じるまでの返信の待ち時間に関する

LINE メール依存二群間の比較の結果から，ほとんど

のケースで LINEメールへの依存の程度の高い人の方

が低い人よりもネガティブ感情が生じるまでの返信の

待ち時間が短いことが明らかになった．しかし，相手

によっては，LINE メールへの依存の程度の違いによ

って待ち時間に差が見られない感情があることも明ら

かになった．すなわち，「家族や親類」が相手の場合は，

既読状態では悲しみ，不安，怒り，未読状態では不安

が生じるまでの待ち時間に LINEメールへの依存の程

度は関係がない．同じく，「バイトの上司やサークルの

先輩などの年上」が相手の場合は，未読状態において，

LINE メールへの依存の程度は不安が生じるまでの待

ち時間に関係がない．身内からの返信の待ち時間に生

じるネガティブ感情は，常に安定した強い関係の相手

から返信がないという不安定さを，特別な相手の異常

な事態に関連させた推察によって喚起されるため，

LINE メールへの依存の程度による影響がほとんどな

いと考えられる(7)．相手が年上の場合の未読状態にお

いて不安が生じる時点に LINEメールへの依存の程度

の違いによって差がないことに関しても，事務連絡の

未確定の状態が続くことによって不安になることが原

因であると考えられる.(7) 特に，未読状態においては，

相手が読んでいないということがわかるわけであり，

全員に同じように不安が生じると思われる．つまり，

このような状況で不安が生じることは，LINE メール

への依存の程度とは関係がないということである．し

かし，年上の相手の場合には，既読状態において，悲

しみの生じる時点に LINEメールへの依存の程度によ

って違いがあり，依存の程度の高い人はその日の内に

生じ，低い人は翌日の午後以降（中央値が「⑩それ以

降」）に生じる．以上より，LINEメールへの依存の程

度によって差が見られるのは「家族や親類」以外の３

タイプの相手の場合であると考えられる． 
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